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コメント

繊維業とＳＤＧｓの関係を明確にすることに関心があります。
組合の本来の目的も大学の本来の目的も、交流ではないはずだが、それでも、そのような団体・組織が共存していくにあたって、交流・協働
していくことは、それぞれにとって（本来の目的を阻害することなく）「益」になる形があるはずだし、それを探っていくことが必要だと思
う。
山口委員が文字通り事業者の立場で発言された「大学、文化ホールは仕事をする上でプラスにはならない。プラスになるよう共存共栄してい
かなければならない。」という言葉は私たち自治会に対しても向けられたものとして肝に銘じた次第です。自治会活動を語る上においても、
まずは「自助」努力を行い、その次に「共助（互助）」がある、ということを強調しながら会員各位に呼びかけているところでもあり、自立
した任意団体として引き続き地域社会の安心・安全を維持し、信頼に足る存在（自治会）でありたいものです。

「箕面船場」という同じ地域で活動するもの同士、チームを組んで出来ることは色々とあると思うので、それぞれの立場で出来ることを出し
合っていけば、皆さんの提唱する「インクルーシブ」なまちづくりを進めていけると思います。ＮＰＯも自立や資金調達、継続できる運営体
制など、企業と同じ課題を抱えていることが多く、企業ならではの発想や事業展開など学ぶべき点は多いと思います。ワークショップの中で
ユニークな化学反応が生まれることを期待しています。
本来のテキスタイル団地は、衣服や生活スタイル等のファッションという文化を発信する機能を保有している。コロナ禍もあって業界は厳し
い状況であるが、デジタルテクノロジーや脱炭素社会といったテーマと掛け合わせた新しい取り組みを、大阪大学と協働で始められないだろ
うか。例えば、「デザイン」は、文化とビジネスの中間領域ではないか。
組合単体としては動きづらい、ということだったので、船場でおこなわれる新事業では、ＪＶ（共同企業体）を組織してはどうか。阪大や市
の外郭団体、自治会、まちづくり協議会、その他専門スキルをもった実働可能なＮＰＯ等も参加しながら、それぞれの強みを生かし、足りな
いところを補完しあえる関係を作りながら新しい展開を行うことが理想。
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街の一員として商業や都市の発展に大きな貢献をされていたことが分かりました。地域社会の一員として、団体と、その活動を知ってもらう
には、様々なネットワークを持たれている他団体さんとの連携がやはり必要になってくるのだと思います。直接的ではなくても、地域社会の
生活に密に関わっていらっしゃるので、語劇祭だけでなく、その他の大学イベントも船場繊維卸商団地協同組合の場所をお借りできたらと思
いました。大学も直接的に文化や芸術の発展、国際交流の促進に関わっているわけではありませんが、船場繊維卸商団地共同組合さんのおか
げで、外国語学部の学びを箕面地域にお住まいの皆様にもお伝えできたと思いました。
団地組合の皆さんが期待されるような共存・共栄ができるよう、安心して暮らせるまちづくりと多くの人々が訪れる取り組みが船場でできれ
ば良いなと思います。しかしながら、劇場運営を考えるときも同様なのですが、地域の皆さんに向けた取り組みと、他市からも注目され人を
呼び込めるような先進的な取り組みを、両立できるバランス感覚を皆さんと養っていければと思います。
情報共有の場づくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　「まちづくり」という共通の
テーマに関して、事業協同組合とまちづくり協議会が考えていることや課題に関して共有する研究会的な場を作り、場合によって一緒に取り
組むことが素晴らしいと思う。
地域と企業の交流事業協同組合の方々に参加いただけるような地域のイベントの企画また、事業協同組合の組合員企業の主な業種である
ファッション分野でのイベントの共催をし、地域の文化や芸術、国際交流の充実を図る。

　◎半世紀経過した団地のグランドデザインの検討に住民サイドとし参画。　　　　　　
　　組合員の個々の企業とＣＳＲを切り口とした活動の拡大を図りたい。
　◎駅近のロケーションから地権者に対する不動産開発の働き掛けが活発であり、高度土地　　
　　利用地区以外の住宅転用は今後とも見られると思う。(船場東だけで投票所を独立させ
　　たことは、箕面市も今後の住民激増を認識している)新規住民との橋渡しを心掛けてい
　　きたい。
　◎箕面萱野駅地区と合わせた特色のある商業圏の構築。

団地組合自身が直接的な文化・芸術・国際交流の担い手ではありませんが、協働したりコラボレーションすることにより繊維業界を有する船
場地区ならではの新しいと取組ができるのではないかと考えられます。

　　ex.）船場ファッションショー…モデルは地域多世代の住民、デザインは市民から
　　公募、多国籍のファッション（外国語学部の学生参加）、環境に配慮した素材を使うな
　　どＳＤＧｓの取り組み、多国籍の食べ物・多国籍の音楽ライブ等々。
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インクルーシブな社会を目指す
プリティ　梨佐クリスティーン

2022.1.17



無意識バイアス（アンコンシャスバイアス）
＝（自分自身は気づいていない）根拠のない　思い込み・偏見
例：　“社長だから、きっと年配の男性”
　　　　“モデルだから、きっと背が高くて、スタイルが良い”
　　　　“見た目が　「外国人」　だから、きっと英語が話せる”
　　　　“〇〇国から来ている留学生だから、きっと貧しい”
→こういった根拠のない思い込みが、当事者にとっては生きづらい・・・

• 様々な要素を持った人々が集まる社会であるからこそ、
それぞれの多様性を認め、一人ひとりが　「自分らしく」　生きられる社会

＝「インクルーシブ」　な社会を目指したい

207



外国ルーツの人々のかかえる事情

• 今日本に住む外国人の数は約２８０万人*

• 「外国人」でも、海外から来日したばかりの人もいれば、日本で生まれ育った人もいる

• 外国籍だけでなく、日本国籍はあるが初めて日本に住む人、二重国籍の人、
　難民２世などで無国籍状態の人、など様々・・・

（出典：e-Stat 「政府統計の総合窓口」https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00250012&tstat=000001018034
　&cycle=1&year=20210&month=12040606&tclass1=000001060399&stat_infid=000032120225&result_back=1&cycle_facet=tclass1&tclass2val=0） 208



難民認定の難しさ
• 例：昨年５月のサッカーワールドカップ・アジア2次予選で軍への抗議を行ったミャン
マー出身のピエ・リアン・アウン選手が難民申請

　→8月に難民認定を受け、横浜のクラブチームでプレイ

• 　もっとも、日本で難民申請が認められるのはごく僅か
　→令和元年は、約10,000件の申請に対し、認められたのはたったの44人*
　＝0.5％以下（国際的にみると著しく低い）

• 日本は、1981年に難民の地位に関する条約（「難民条約」）に加盟しており、
難民を保護する義務が生じている一方で、ドイツやイタリアのように、憲法に難民の保
護に関する規定はない

（出典：出入国在留管理庁 「令和元年における難民認定者数等について」https://www.moj.go.jp/isa/publications/press/nyuukokukanri03_00004.html）209



様々な困難
• 外国にルーツを持つ人の直面する困難

• 日本語教育、貧困、いじめ、差別、ステレオタイプ、非行、DV
• これらの複合的な問題も

• 弁護士として感じる、外国人の法律相談におけるポイント：
　在留資格、準拠法、言葉の問題、通訳を介したコミュニケーション、制度や常識の違い等
　↓
• 日本の司法制度が使えるのか分からない場合
• 費用が支払えるか分からない場合（翻訳費用も高くつく可能性）
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「ダイバーシティ」「インクルーシブ」…
• 近年、「ダイバーシティ」　や　「インクルーシブ」　といった言葉を聞くことが多いが、その意味や違いは？

• 「ダイバーシティ」
→　主にビジネスの場で、「多様性」との意味で用いられる
＝　国籍、人種、性別、身体的特徴、宗教、価値観等の異なる、多様な人材が集まっている状態

• 「インクルージョン」
＝　多様な人材が集まり、相互に個性を認め合い・活かし、（会社や社会において）機能している状態

これからは、多様な人材が集まる状態（ダイバーシティ）から、
その人の個性を認め合い、活かせる程に機能している状態（インクルージョン）に

（参考：Works 128号『米国の“今”に学ぶ「インクルージョン」の本質』https://www.works-i.com/works/item/w128_toku2.pdf） 211



ダイバーシティの要素
例えば：
• 性別
• 年齢
• 人種
• 言語
• 体型
• 肌の色
• 宗教

• 食習慣
• 障がい
• 収入
• 文化
• 地域
• 利き手
• ライフスタイル

（画像引用元：Brandon K. Hill『インクルーシブデザインとは？現代の多様性に寄り添う7つの実例』https://blog.btrax.com/jp/inclusive-design/） 212



インクルーシブな社会へ
• Inclusive/Inclusion ＝　「包括」　「包摂」　「包含」　「排除しない」

• 外国人を日本に呼ぶことができても、日本がインクルーシブな社会でなければ、
外国人は日本での生活に不満を覚え、結局定住したいと考えない

• インクルージョンが浸透しているという状態は、
一人一人が　「社会から受け入れられている」　と安心感をもって、個性や創造性を発揮できること

• 外国人を観光客として受け入れる　「インバウンド」　の発想から、
　外国人が社会の中で必要不可欠な役割を担う　「インクルーシブ」　な社会を目指す意識にシフ
ト！
（参考：TUNAG『インクルージョンとは？ダイバーシティとの違い、導入事例と共に解説します』https://tunag.jp/ja/contents/hr-column/4934/、
　　　　NIKKEI STYLE 『外国人は日本人の本音聞きたい　いつまで「お客様」？』https://style.nikkei.com/article/DGXMZO30818500S8A520C1000000）
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では、どうすべきか
• 具体的には？
→外国人や外国の文化、その多様性を（理解するだけでなく）内部に取り込む
例：宗教的な戒律を守りながら、食事を楽しめる状態
　　　日本語ネイティブでなくても、自分のやりたい仕事を探せる状態
　　　差別や偏見を受けずに生活できる状態

→一人一人の意識の問題なので、効果が表れるのに時間がかかる。
コツコツと積み重ね、時間がかかると心得ておく必要がある

（参考：オリックス『「インクルージョン」の実現でイノベーション創出を。居場所と貢献への実感が、これからの組織作りのカギ』　　　
　https://www.orix.co.jp/grp/move_on/entry/2022/03/16/100000?msclkid=32f77e05b93b11ecbdb17cf24ec24da3） 214



導入例
• 例：階段や床の段差にある場所に、エレベーターやスロープを導入
• その他にも、「手すり」　「点字ブロック」　「ノンステップバス」　「多目的トイレ」　等
　→「バリアフリー」　を考慮したものがたくさんある
　＝既に、「体の不自由な人」にとっても暮らしやすい社会を作る取り組みは、各地で浸透

• バリアフリーの先→インクルージョン　
　広く、社会的なマイノリティも受け入れていくアプローチ
• バリアフリーで導入されたものは、物理的な対策で、インクルージョンは主に精神面・文化面
　物理的な対策だけでは限界があるか・・・

（参考：スタディラボ『【インクルーシブ社会】とは？ 障害、性別、年齢、宗教などの多様性を受け入れる社会』　　　
　https://studyu.jp/feature/theme/inclusive_society/?msclkid=9ffad2f2b93b11eca99cb4f2480b3fe2） 215



インクルーシブデザイン
• 高齢者、障がい者、外国人など、従来、デザインプロセスから除外されてきた多様な
人々を、デザインプロセスの上流から巻き込むデザイン手法*　「インクルーシブデザイ
ン」　が注目されている

• 例：施設の設計、商品開発、サービス、Webデザイン等

異なる肌の色に対応したバンドエイ
ド

性別や体型の既成概念にとらわれない下着 ジェンダー二ュートラルトイレ

（出典：株式会社インクルーシブデザイン・ソリューションズ『インクルーシブデザインとは』https://inclusivedesign.jp/column/design-thinking/1455/）
（画像引用元：Brandon K. Hill『インクルーシブデザインとは？現代の多様性に寄り添う7つの実例』https://blog.btrax.com/jp/inclusive-design/） 216



SDGsにもヒントが
• 目標４
　「すべての人々に包摂的かつ公平で質の高い
　教育を提供し、生涯学習の機会を促進する」

• 「包摂的」＝「インクルーシブ」

（画像引用元：国連広報センター『SDGsのアイコン』https://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/2030agenda/sdgs_logo/sdgs_icon/）217



おわりに
• 個人の多様性を認め合い、社会で活躍する人として受け入れていく世の中にし
ていかなければならない。

• 社会全体の意識や価値観をすぐに変えることは難しいので、物理的な対策から
でも取り組んでいくべき。

　例えば・・・
• 街中の看板の文字をより大きくし、複数言語を併記する（英語だけで満足しない）
• ホームページを複数言語に対応させる
• ジェンダーニュートラルトイレや、その他インクルーシブデザインを取り入れる
• レストランで、食事の選択肢を（ハラール、コーシャなど）分かりやすく記載する

218
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言葉の問題としてDiversity、ダイバーシティー、多様性等、どれを用いるのがよいか、できるだけ多くの人々の心に届くためには。　
箕面で実績のある「人権」との関わりを考えること。
箕面は歴史のある街であり、それが伝統を生んでおり、それは価値のあることだが、決して「古い体質」にとどまらないように注意が必要。
ＭＡＦＧＡや外国語学部が率先して、違うこと、いろいろあることが「あたりまえ」という社会を目指していくことができればと思う。
プリティさんも言われていた様に、ソフトの部分(精神面、意識)は中々難しいところが有るので、物理的なもの(表示、デザインなど)から取
り組みはじめることで、広く周りに対して啓蒙活動をすることが出来るのではないか、と感じた。
人間は命あるものとして平等であり、公平に扱われるべき存在であることは誰しも認めるところです。一方、人間は肉体的、精神的、能力的、
その他諸々の面において異なっており、区別されてしかるべき存在かと思われます。したがってそのような前提に立って、住み易い社会の構
築を目指すべきではないかと思います。いたずらにジェンダーニュートラルトイレ等を増設したところで、そのことが暮らしやすい社会の到
来に結びつくのか、はなはだ疑問です。
マイノリティをめぐる問題の解決には「人権（＝反差別）」の視点が欠かせません。多様性を認め合う、というレベルでは、どう折り合いを
つけるのかが難しい。マイノリティの人たちが抑圧されることのないよう、マジョリティの方こそ、抗い続けなければならないと私は考えて
います。「構造的な差別は、“動く歩道”のようなものだ」という例えが最も的を射ていると思いますが、差別に関する人の在り方に、「中
立的立場」は存在しません。「動く歩道」そのもの、つまり社会の流れが変わらない限り、「私も差別の加害者であるかもしれない」という、
居心地の悪い気持ちを抱え続けながら、当たり前のように存在する構造を変えようと、ともに抗い続けるか。あるいは何も考えず、または見
てみぬふりをする消極的な差別主義者にとどまるか。自らの持つ特権に無自覚であり、善良である自分は変わる必要などないと確信をもって
暮らすことのできる人が多い社会の中で、皆で取り組むべきテーマです。
具体的にはまず船場エリアの新しくできるまちが、子ども、高齢者、外国人など多様な人々にとって生活しやすく、訪れやすく、移動しやす
いまちになるような活動を箕面市と連携して具体的に行いたい。また、インクルーシブな社会をつくるためには子どもがインクルーシブデザ
インを学ぶ機会が必要である。そのためのワークショップを「こどもデザインラボ」として船場まちづくり協議会で行っていきたい。
ダイバーシティからインクルーシブへというプリティ委員の考え方に新しい気付きをいただいた。
ダイバーシティを当たり前ととらえインクルーシブな社会を目指すために、子どもたちへの教育は重要。
その際様々な学び・アプローチが考えられるが、より自然に一人一人の意識に働きかけていけるものの一つとして、芸術の持つ役割は大きい。
「教えていく」こととは別に「体験から五感で体に感じていく」アプローチとなり得る。
基本となる物理的な対策やＳＤＧｓなどとも連動してインクルージョンを浸透させ、社会の中で一人一人が個性を尊重され、創造的な活動が
出来ることを促進出来るきっかけづくりや取り組みが出来たらと考える。
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コメント

「箕面まつり」を例にとると、そのように実績のあるイベントを「思い切ってリニューアル」することが新しい箕面のヒントかと思います。
音楽のサポーター、現代は市民、という説明をいただきました。正にその通りで、アートの発展のためには、市民がアートを楽しむようにな
ると、すそ野が広がり、アートも豊かになります。市民もアーティストもともにハッピーになるのです。すそ野を広げる仕組み（それは学校
教育に尽きると思いますが）を考えることができるとよい。
まちづくりにおいて、音楽等のソフトをどのように活用していけるのか。すでにこれまでにもいろんなイベントが行なわれているようなので、
市民にはすでに「期待」があると思う。
近隣の文化施設をキッカケとして、文化芸能に関わりを持つためには、当団体として何が出来るだろう。当団体自体は組合組織であり、組合
員の為に資することを行う組織なので、この『文化芸能国際交流』が各組合員にとって何らかの目的やメリットに繋がる建付けが必要に思う。
自治会活動を構成する諸行事の中に「音楽会」の定期開催を織り込み、会員の満足感を高めると共に音楽の有する力が更に風通しの良い地域
社会を創り出すことが出来るのでは…と考え始めたところです。吉岡委員のお力添えをいただければ幸いです。
親子をはじめ、いろいろな世代の人に音楽の魅力を伝えておられてすばらしいです。どうしても、コンサートなどはお金も時間も余裕がない
と制限される中で、日々の暮らしにしんどさを抱えている人にどう届けられるのか。オーケストラに限らなくとも、エル・システマのような
仕組みがいつの日か実現すればよいなと思います。
「音楽は人類共通言語」：国境を越え、性別・年齢・社会的立場を超えているとの考え方に感銘を受けました。
吉岡委員のご提案されたファッションショーに加え、様々な国の伝統音楽を演奏し披露するコンサートの開催も考えられるのではないかと思
いました。
箕面市の劇場の建設に際し、音楽家の生の意見がまとめられ、実際に採用され、劇場が出来上がったという経緯につき、素晴らしいと思いま
した。適切な専門家等の意見を適宜参考にするという一工夫で、市民の生活に大きな違いが生まれるエピソードだと思いました。
市民の生の声を集約し選別し実践することは、時間も労力もかかり簡単なことではないと思いますが、（本ワークショップも含めて）箕面市
として、このような取り組みを是非積極的に続けていただきたいと思いました。
箕面には音楽活動を活発にされている方やグループが多いと思う。箕面を文化芸能国際交流のまちにするには音楽やアートを通じて多様な
人々が交流する場や機会が必要。広く芸術の世界に市民が親しむためには、音楽とともにアートの活動にも力を入れる必要がある。「箕面芸
術祭」や「箕面ビエンナーレ」などを将来実現できればと思う。
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公益財団法人
箕面市メイプル文化財団について
-地域に密着した事業展開と地域に親しまれる施設づくり-

(公財)箕面市メイプル文化財団
芸術創造セクション　アソシエイトマネージャー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森　七恵

箕面船場における文化芸術国際交流のまちづくりワークショップ
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概要
• 名　　 称／公益財団法人　箕面市メイプル文化財団

• 所 在 地／箕面市箕面5丁目11番23号

• 設 立 日／昭和63年6月1日

• 目　　 的／主体的な文化活動の展開により、市民文化の高揚を図り、

　　　　　　　　　 もって市民の文化活動の推進に寄与することを目的とする。

• 事業内容／（1）市民文化の向上、教養の増進を図る催しの企画及び実施

　　　　　　　　　 （2）市民文化の向上、教養の増進を図る催しの企画及び実施の受託

　　　　　　　　　 （3）文化情報の収集及び提供

　　　　　　　　　 （4）前3号の事業に供する、箕面市内施設の管理運営の受託

　　　　　　　　　 （5）その他この法人の目的を達成するために必要な事業
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沿革

• 昭和63年6月　財団法人箕面市文化振興事業団設立

• 平成17年4月　箕面市立市民文化ホール(箕面市立メイプルホール・箕面市立市民

　　　　　　　　　　　　会館)の指定管理者に選定(第1期目、現在第4期目)

• 平成25年4月　公益財団法人への移行にともない、名称を公益財団法人箕面市

　　　　　　　　　　　　メイプル文化財団に変更

• 平成28年4月　箕面市立中央生涯学習センター窓口業務および生涯学習講座

　　　　　　　　　　　　受託開始

• 平成30年1月　箕面市立西南生涯学習センター窓口業務受託開始

• 令和2年4月　　箕面市立生涯学習センター(中央・東・西南生涯学習センター)の

　　　　　　　　　　　　指定管理者に選定(第1期目)

• 令和3年5月　　箕面市立船場生涯学習センター窓口業務および生涯学習講座

　　　　　　　　　　　　受託開始
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組織
事務局

地域に密着した事業展開

地域に親しまれる施設づくり
受託事業　船場生涯学習センター

企画総務セクション
芸術創造セクション
・市民参加型演劇　　「みのおキッズシアターwith末成映薫」、「自分をつくる学校」...
・身近なホールのクラシック　　ギル・シャハム、エマニュエル・パユ、レ・ヴァン・フランセ...
・受託事業　「箕面シニア塾」、指定管理者事業　「生涯学習講座」
・子ども達へのアプローチ　　箕面市青少年吹奏楽団、みのおこども文化体験フェア

箕面市立メイプルホール
箕面市立市民会館
箕面市立中央生涯学習センター
箕面市立東生涯学習センター
箕面市立西南生涯学習センター
箕面まつり事務局
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市民参加型演劇　「みのおキッズシアターwith末成映薫」
• 舞台づくりをとおして子ども達の想像力をはぐくむ
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市民参加型演劇　「自分をつくる学校」
• 演技をきっかけに、まだ見ぬ自分と出会う
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身近なホールのクラシック　「エマニュエル・パユ　フルート・リサイタル」
• 国際的アーティストを身近なホールで
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受託事業　「箕面シニア塾」
• 健康長寿　高齢者の学びのきっかけづくりと外出促進
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指定管理者事業　「生涯学習講座」
• 日常生活に彩りを　社会課題へのアプローチ
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子ども達へのアプローチ

箕面市青少年吹奏楽団
・　青少年健全育成、メイプルホールのフランチャイズ楽団

みのおこども文化体験フェア
・　夏休みの講座イベント、文化芸術の継承
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地域に親しまれる施設づくり
市民文化ホールと生涯学習センターの包括管理

船場生涯学習セン
ター

●箕面市内のすみずみまで生涯学習・文化サービスを提
供
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利用者との信頼関係の構築
　地域の皆さまとの接点となる窓口での接客を大切にしています。どんな活動で利用したいのか
正確に聞き取り、貸出備品等ももれなくお伝えし、ご要望に合った部屋をご提案しています。
安心かつ充実した活動ができるようサポートしています。
　また、各生涯学習センターには利用者・利用グループ協議会があり、ここに加盟しているグ
ループはセンターを最もご利用いただいている皆さんです。総会・役員会の補助からセンターまつ
りをはじめとするイベントの実施まで支援をおこなっています。こうした日々の業務をとおして皆さ
まお一人お一人と丁寧に向き合いお互いに顔の見える関係を築くことができています。
（参考）
　　　・　中央生涯学習センター利用者協議会　　　55グループ(1,264人)
　　　・　東生涯学習センター利用グループ協議会　 35グループ(646人)
　　　・　西南生涯学習センターグループ協議会　　　22グループ(430人)
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大阪大学と連携した船場での新たな取り組み

• 所 在 地／箕面市船場東3丁目10番1号
• 開　　 館／令和3年5月
• 指定管理者／国立大学法人大阪大学
　　　　　　　　　　(担当：大阪大学共創推進部 社会連携課)
• 当財団への委託業務内容／
　　　　　　　　　　(1)窓口業務
　　　　　　　　　　(2)生涯学習講座の運営

箕面市立船場生涯学習センター
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大阪大学が提供する特色あふれる生涯学習講座
●令和3年度秋の講座(船場)　ラインナップ
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●令和3年度冬の講座(船場)　ラインナップ
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船場から発信していくために

箕面市, 83.8%

豊中市, 4.9%

大阪市, 2.8%

吹田市, 

池田市, 1.4%

川西市, 1.4%

宝塚市, 1.4% 豊能町, 0.7%
羽曳野市, 

0.7%
伊丹市, 0.7%

箕面市, 65.3%

豊中市, 10.7%

吹田市, 8.0%

大阪市, 4.0%

茨木市, 2.7%

芦屋市, 2.7%

西宮市, 2.7%

池田市, 1.3%
枚方市, 1.3%

川西市, 1.3%

中央・東等開催6講座　申込者内訳【居住地】 船場開催7講座　申込者内訳【居住地】

●令和3年度秋の講座　既存学セン6講座と船場学セン7講座の申込者比較
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●令和3年度冬の講座(船場)8講座　申し込み状況(2020.1.10現在)
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大阪大学とともに
船場生涯学習センターの活性化
• お客様とセンターとの重要な接点となる窓口業務に誠意をもって取り組み、船場地域の

皆さまの生涯学習活動に貢献したい。

• 大阪大学ならではの生涯学習講座を、船場から発信していきたい。

• 当財団のネットワークを生かし、船場生涯学習センターを広く市民に知らしめていきたい。

　　(具体例)
　　令和4年度箕面シニア塾を船場生涯学習センターでも開催予定
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コメント

役割として「調整役・コーディーネーター・お世話係」から「提案者」へ転換は必要か？　　　
大阪大学との繋がりに関して、①外国語学部に絞り込むべきか？　②大阪大学内の芸術的な活動をしている団体との繋がりを検討。
生涯学習講座などを企画・運営する場合は、当該施設の管理者か如何かで、影響力の違いが出るとの事でしたが、逆に船場エリアの阪大企画
の講座が魅力的であればそれを他の箕面市メイプル文化財団が企画運営している施設での講座に、取り入れる様な工夫をして行けば良いので
はないか。新たな大阪大学の良いところ、活用できるところは活用して、箕面市全体をよく出来れば良いのではないかと思います。
受託事業として「箕面シニア塾」を運営されておられるとのことですが、現在のシニア塾は受講期間が短く、テーマにしてもシニア層を満足
させるものが少ないように思われます。森委員のご説明によれば、シニア塾の目的は健康長寿であり、高齢者の学びのきっかけづくりと外出
促進、とのことですが、次のステップとして知識技術的なものをしっかり身につけることができるような「シニア大学校」的な教育機関の開
設をご検討いただけないか、と思います。
財団として地域に愛される施設運営をめざして多くの市民に文化芸能を広げる展開を図るために、組織として市民参加のプロセスをいかに
創って行くのか、そのプロセスに、どう人材を巻き込んでいくのかが、今後の課題であると思います。
拠点の窓口には必ず市民参画の接点を促す人材が必要だと思います。新たに船場生涯学習センターの窓口業務を担うというチャンスを活かし
たネットワークづくりを進めてほしいと思います。
箕面高校のダンス部に代表されるように、大学だけでなく高校の文化活動とも連携をとれる関係作りなど、このワークショップからのアイデ
アや助言を上手に取り入れながら次のステージに進んでいくことを期待しています。
メイプル文化財団の活動には、「文化創造」の部分が欠落している。時代の変化にアンテナを張り、毎年のように事業のリストラクションを
していくことが大切だと思う。特に、持続可能な社会づくりや貧困といった社会課題の解決につながる”文化”の創造にチャレンジしてもら
いたい。阪大と連携協働するならば、阪大の外国語学部に特化し、かつ阪大の芸術学部に該当する存在になってほしい。
語劇祭当日、見に来て下さった方にアンケートをお配りしたのですが、その回答を見ていると劇以外にも言語の講座でしたり、専攻語地域の
伝統衣装着付け体験や、文化紹介のワークショップなどもあると面白いという意見を多くいただきました。語劇祭の中でももちろん、そう
いった取り組みができるよう実行委員会ももっと力をつけていきたいものですが船場生涯学習センターや他の施設でも箕面市メイプル文化財
団さんと協力して、学生が自分たちの専攻分野を紹介するようなイベントを開けたら面白いなと思いました。
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森さんがこれまで取り組まれてきたことをどんどん事業の中に取り込んでいかれたらと思います。来年度、国際交流協会とメイプル文化財団、
阪大の社会連携課と共催する講座において、核になるコンセプトを一緒に考えていきたいです。
船場まちづくり協議会では「この地に育つ子どもにとってのふるさと」の考えから、子育て分科会を先頭にして活動している。箕面市の生涯
学習センターは「シニア塾」のプログラム中心であるが、「赤ちゃん学」から展開する全年代への学習を働きかける必要がある。
大阪大学日本語日本文化教育センターの国費留学生中心のＰＢＬ講義にＮＨＫの働き掛けもあり参加したが、新たな国際交流の可能性を感じ
ている。
運営する市内の拠点・財団メンバーが増え、それぞれにオペレーションが分かれていく中、財団全体としての総意・コミュニケーションが取
りづらくなって来ていることもあるように思われます。
今も企画や創造セクションを持っておられるが、より高いレベルでの情報の共有とコミュニケーション、創造性の高いヘッド部門を作ってい
かれることも考えらるとよいかもしれませんね。
船場地区での新たな取り組み期待しています。現在開催されている大阪大学の講座も、今後財団さん自らが企画したり、市民の皆さんの声を
吸い上げて講座を作ったりと独自のカラーも出していかれるとおもしろいですね。
私自身も関わっている箕面市でのバンドフェスティバルやホワイエコンサート等で大阪大学のジャズバンドの皆さんなどにも出演していただ
いているので、今後大阪大学の音楽系クラブやサークルとの連携イベントなども考えていきたいですね。
今後講座をＺｏｏｍ等を使ったリモートでも視聴できるよう是非お願いしたいです。


